
D3simは運転できるだけのシミュレータではありません。各種計測機器との接続やデータ通信機能により、
実車実験では測定が難しい走行状況等のデータが記録できるので、分析・評価が行えます。

　
　● 本表は推奨案ですので、必ずしもこの構成でなければ使用

できないものではありません。

　●拡張性に制限のあるエントリーモデルについては、一部オプ
ションとの組合せが不可能な場合がございます。

安全/安心： ＡＳＶを始めとした安全運転支援システムの開発

研究・開発テーマ対応一覧
道路データベース/
道路データベース＋

作成環境

基本モデル
（1モデル選択）

HILSの接続/
車両運動の模擬 計測装置の接続

運転席/
ステアリング反力装置

データ通信機能(シナリオユーザ変数による自車両の車線内位置検出)、自車両の外部制御機能(操舵角制御、ブレーキ制御)を
用いて、レーンキープアシスト機能、警報システムの開発・評価に使用することができます。 また、ステアリング反力装置を用い
ることにより、操作反力へのトルク制御が可能になります。

レーンキープアシスト機能の開発・評価

データ通信機能(シナリオユーザ変数による先行車までの距離検出)、自車両の外部制御機能(速度制御)を用いて、ACC機能の
開発・評価に使用することができます。
シナリオにて周辺車両の割り込み走行も任意に設定可能で、様々な走行状況におけるシステム動作の検証も可能です。

ACC（Adaptive Cruise Control）の開発・評価

別途オプションを追加することによりAFS機能が模擬可能になります。現在開発中の本機能追加により、実車のヘッドライト照
射範囲の模擬や操舵角に応じたスイブル機能の模擬が可能となります。 ※本機能の詳細はお問い合わせください。

AFS(Adaptive Frontlighting System)の開発・評価

データ通信機能(シナリオユーザ変数による先行車までの距離検出)、自車両の外部制御機能(ブレーキ制御)を用いて、衝突被
害軽減ブレーキ機能およびその警報システムの開発、システムの動作条件や被験者実験などを危険なく行うことができます。
別途センサ模擬機能を併用することにより、実車搭載時の複合的な検証・評価も可能となります。

衝突被害軽減ブレーキの開発・評価

データ通信機能(横滑り角、路面摩擦係数)、自車両の外部制御機能(ブレーキ制御)を用いて、横滑り防止機能の開発・評価に使
用することができます。
HILSシステムの連接機能と組み合わせることにより制御ECUの評価・検証にも使用可能です。

横滑り防止機能の開発・評価

データ通信機能(自車両位置、周辺車両位置情報検出)とシナリオイベントトリガ等を用いて、条件を満たした際に(データ通信機
能を擬似的に再現)警報やインフォメーションを表示するなど、車車間/路車間通信システムの開発・評価に使用することができま
す。また、HILSシステム、センサ模擬機能と組み合わせることにより、制御ECUや車載器の評価・検証にも使用できます。ITSの
公道実験などのデータ比較・検証などにも活用可能です。 

車車間及び路車間通信システムの開発・評価

HILS連接やデータ通信機能などの複合機能を用いて、車両搭載の各種センサ、認識カメラ類の模擬が可能になります(オプシ
ョン)。自車両周辺の物体、位置検出(自車両から任意の方向への擬似レーダ検出模擬、物体間の距離計測データ模擬等)や人物
/白線検知カメラ、ビューカメラの評価など、多機能化する車両の制御ロジックの開発・評価に有効です。

センサ、レーダ、カメラなどのシステムの開発・評価

データ通信機能を用いて、ユーザ計算機内で警報ロジックを構築頂くことにより、音声や表示による警報システムの検証・評価
に使用することができます。また、警報音はナレーション機能でも発生可能です。
評価デバイスがない状態では、市販のソフトウェアであるLabVIEW®を接続することで、任意のメータパネル画面の構築およ
び独自の警報表示追加が容易に実現できます。

警報システムの開発・評価

オプション機能として、ユーザが保有するHILS機器およびMATLAB/Simulink®等で構築したモデルとD3simを連接させる
ことで、より実車走行に近い環境、かつ複雑なシチュエーションにおけるECU、デバイスの評価・検証が可能になります。センサ
やレーダの模擬、各種予防安全システムの開発において、ECUの開発・評価は必要な事項であり、D3simを用いることで、実車
実験や試作などの費用削減や期間短縮の効果が期待できます。

HILSを用いたECUの開発

CarSim®またはveDYNA®などの市販車両シミュレーションソフトウェアを使用することで、車両性能、特性をより忠実に再現可能
です。走行安定性機能のON/OFF時の比較など、実車試験の前段階における実験・評価に活用できます。

車両性能、走行安全の評価

予防安全システムの開発には、事故発生時のドライバーの運転特性、車両挙動を研究・解析することが必要となります。ドライビ
ングシミュレータを用いることで、同一条件での繰り返し実験、条件を変更しての実験が安全かつ正確に行うことができ、デー
タの記録/再生も可能です。
D3simでは模擬視界発生装置のオーバーレイ機能を使用した画面上への注視物体表示が可能で、視線計測装置(オプション)
を用いたドライバーの注視点計測・解析など、ドライバーがタスクを与えられた際の運転操作への影響も評価できます。

ドライバーの運転特性、挙動研究
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快適： ＨＭＩに係る操作性・視認性や乗り心地などの評価

環境/インフラ： エコドライブ支援や渋滞解消などの環境分野の研究

模擬視界発生装置のオーバーレイ表示機能により、ユーザが作成した車両ピラーなどのオブジェクトを模擬視界映像に重畳表
示ができます。
これにより、ピラーの死角などの視認性評価、デザイン的な評価・検討が可能になります。

窓外視界の視認性の評価

実車やカットボディ、模擬運転席にインパネ部機器を設置し、D3simと連接することで、運転時のメータやカーナビ、各種スイッ
チ類の操作性や視認性の評価に活用できます。市販の視線計測装置を併用することで、注視時間の計測や評価対象デバイス
のタスクによる運転への影響なども評価可能です。
各種機器の操作と視線計測データは同期して解析することも可能です。(オプション)
また、GPSデータ簡易模擬機能(オプション)により、市販の地図ソフトとの接続およびカーナビへの擬似データ送信(カーナビ
側の改造が必要)も可能になります。

インパネ部機器の視認性、操作性の開発・評価

パワーステアリングや各種ステアリングアシスト機能の開発・評価用途に使用できます。
当社開発のステアリング反力装置、もしくはユーザが開発した装置のいずれにも対応可能で、トルク制御や反力模擬が可能に
なります。

ステアリングの操作性の開発・評価

ATやMTなどのミッション装置の開発・試験において、その操作感やショック(体感振動)を評価する装置として、D3simを使用
できます。また、オプションとして動揺装置や体感装置などを付加することで、実際の運転環境に近い形で評価が可能となりま
す。

ミッションの操作性の開発・評価

携帯電話やカーナビなど、将来的な車内IT技術の開発用途として、D3simを有効利用できます。
各情報提示手法や操作性、運転に与える影響などの評価が可能です。

車内ＩＴの操作性の開発・評価

実車やカットボディ、模擬運転席などに開発中のシートを設置し、シミュレーション走行することで、長時間運転時やタスクを与
えた時の乗り心地や疲労などの評価に使用できます。
オプションで、シートを交換可能な模擬運転席をご用意することも可能です。
また市販の生体計測装置(オプション)を併用することで、ドライバーの生理情報を同時計測・解析することができます。

シートの乗り心地、疲労の検証・評価

各操作機器の配置を任意に可変可能なモックアップ(特注模擬運転席、ユーザ作成のモックアップも利用可能)を使用し、
D3simを使用することで、ドライバーズポジションの評価が可能になります。
検証が困難な公道の走行試験などの代替として使用可能で、試作品の作成費用削減なども期待できます。
ステアリング反力装置などのオプション機能追加で、より実車に近い操作感の実現も可能となります。

ドライバーズポジションの検証・評価

データ通信機能やCarSim®またはveDYNA®などの車両運動プログラムを用いて、走行環境や運転者ごとの運転特性の
違い等、様々な環境下における燃費性能の研究に使用できます。(燃料消費はユーザにて算出)
また、リアルタイムでデータを算出することで、エコドライブ支援などの表示システムの開発にも使用可能です。

燃費性能研究、エコドライブ支援システムの開発、評価

D3simと交通流シミュレーションを連接することにより、より多くの車両制御と自然な交通流を再現することができます。
これにより、交通工学分野での渋滞や事故発生のメカニズム解明などの研究に役立てることができます。
また、実在する道路のデータベースを作成し、その上で架空の道路を敷設するなど、渋滞解消の為の研究にも使用可能です。

交通流改善・渋滞解消の研究

D3simを用いて、道路標識や道路標示の有効性や設置位置など、道路設計に関する検討、評価を行うことができます。
建築予定もしくは改修予定道路のデータベースを作成することにより、道路完成前に現実に近い形で評価可能となります。
※具体例:独立行政法人産業技術総合研究所 国道16号道路データベース

道路設計の評価
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